
2025年1月16日(木) 諫早市こども福祉部障害福祉課

再犯防止の取り組みについて

長崎県諫早市小長井町フルーツバス停

地方公共団体における再犯防止の取組を促進するための協議会

資料３－２



長崎刑務所

所在 長崎県諫早市小川町1650番地

所在地 長崎県諫早市小川町1650番地

諫早市(諫早市役所)

所在 長崎県諫早市東小路町7番1号

人口 131,174名(R6.12.1推計人口)

面積 341.79平方キロメートル

施行 平成17年3月1日 ※1市5町が合併

産業
経済
など

古くから、県下最大の穀倉地帯と
して栄え、6か所の産業団地を中心
に、製造品出荷額等は県内第2位。
JR、島原鉄道、長崎自動車道が通
り、交通の要衝として、市内外、
県外へのアクセスも良好。

諫早市の概要及び長崎刑務所との位置関係
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諫早市再犯防止推進計画(諫早市地域福祉計画中に包含)
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諫早市障害者・障害児共生プラン
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知的障害受刑者処遇・支援モデル事業における協定締結
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諫早市の再犯防止への取り組み (知的障害受刑者処遇・支援モデル事業の協定締結前)
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１ 受刑者向け社会復帰準備指導への職員派遣

２ 長崎刑務所の矯正展への協力

３ 社会を明るくする運動の実施 など



諫早市の再犯防止への取り組み (知的障害受刑者処遇・支援モデル事業の協定締結後)
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２ 障害イベントにおける同モデル事業の啓発

４ 社会貢献のための協定締結 (諫早市↔長崎刑務所）

３ 受刑者理解のための出張ミニ矯正展の開催

諫早市 長崎刑務所 関係機関🔁

再犯防止のための更なる取り組みの推進

５ 再発防止をテーマとする研修会の実施 など

１ 知的障害受刑者処遇・支援モデル事業への協力

🔁



障害のある人とない人との
交流を通じて、障害や障害
のある人への理解を深め、
共に支え合う地域社会づく
りと、障害のある人の社会
参加を促進します。

バンド演奏やダンスステージ
のほか、ていねいに作られた
手作り品、アクセサリーづくり
などのワークショップコーナー
が、アエル栄町通りに立ち並
びます。

・ステージ
・マルシェ
・啓発イベント

組み合わせ
こども福祉部障害福祉課
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諫早パラフェス2024における再犯防止の啓発活動
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チラシ及びパネルでの啓発

※2023は大型パネルの複数設置により啓発



出張ミニ矯正展、社会貢献のための協定締結
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社会を明るくする運動＋ミニ矯正展(こども福祉部地域福祉課)

折り鶴に願いをプロジェクト(折り鶴に願いをプロジェクト実行委員会/企画財務部企画政策課)

平和へのメッセージ展示(企画財務部企画政策課)

折り鶴の連結(千羽鶴の制作)

型紙の切り取り、重ね貼り など

市民センター

※ 市→刑務所(労務提供)



受刑者の再犯防止をテーマとする勉強会
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令和6年度第5回
諫早市地域自立支援協議会 地域移行部会

日 時）①令和６年8月8日(木) 、②12月19日(木) ともに13:30～
場 所）諫早市役所 本館8-1会議室
参加者）地域定着支援センター、保健所、医療PSW、相談支援事業所

管理者、社会福祉協議会 地域支援担当 ほか 全16名

テーマ) ①地域定着支援センターとの意見交換(再犯防止に関する研究)
②事例を踏まえての地域定着支援センターとの連携あり方研究

・地域生活定着支援事業の概要説明
・知的障害受刑者処遇・支援モデル事業の紹介
・参加者間の意見交換、・課題の洗い出し ・個別事例の研究
・問題意識の共有 など

知的障害受刑者に対する個別の支援方策の協議検討

回 数）2回
場 所）諫早市役所 会議室 など
協議者）長崎刑務所 社会復帰支援部門 職員

諫早市役所 こども福祉部 障害福祉課 職員
内 容）療育手帳の取得に関すること

障害福祉サービスの利用に関すること
出所予定受刑者の支援(処遇)方針に関する意見交換
手続きの実態に関する情報交換 など

その他）電話等による調整は随時実施

写真はイメージ 写真はイメージ写真はイメージ
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諫早市の思い描く再犯防止の将来像

知的障害の早期発見

福祉サービスヘの橋渡し

切れ目のない支援の展開

障害のある人もない人も、互いにその人ら
しさを認め合いながら、共に生きる社会

知的障害受刑者処遇・支援モデル事業

福 祉 部 門

矯

正

部

門

その他社会復帰支援関連事業

※諫早市障害者・障害児 共生プランからの抜粋


